
はじめに

筆者は、1997 年から、ヨルダン南部のジャフル盆地

（al-Jafr basin）で初期遊牧民の遺跡調査を続けている。

2004 年の冬季調査では、同盆地北西部のワディ・ブルマ

北遺跡（Wadi Burma North）を含む 4件の遺跡の地形測

量を実施した（藤井 2005; Fujii 2005a）。その際、この遺

跡の南東約 0.5 km の地点で、奇妙な遺構群を発見した。

現代ベドゥインの子供たちが「ごっこ遊び」のために造っ

たという数件の擬似住居が、それである。遺構自体はきわ

めて簡素なものであったが、遊牧民の子供たちが家（また

はその集合体としての集落）というものをどのように考え、

どのように認識しているのかを知る上で、貴重な資料と判

断された 1）。また、同盆地の新石器時代に固有の線状集落

（linear settlements）の解釈にとっても、有用な示唆が得

られると判断された。そこで、同年夏の調査初日にこの遺

跡を再訪し、簡単な調査を行った。以下は、その報告であ

る。

遺跡の概要

ワディ・ブルマ東遺跡（WBe-BH1 = Wadi Burma East

Boys’ House 1）は、ジャフル盆地北西の丘陵地帯を貫流

する同名のワディの上流西岸、標高約 995 m の地点に位

置している（図 1）。遺跡の西側には緩丘陵が迫り、東側

は直ちに河川敷となっている。この両者に挟まれた細長い

緩斜面に沿って、北側に 6 件、約 10 ～ 20 m 離れた南側

に 2件、計 8件の石造遺構が確認された。今回調査したの
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は、北側の 6 件（ユニット A～ F）である。南側の 2 件

は別グループを形成していたので、調査対象から除外した。

6 件の遺構は、北流するワディと平行して、2 列に並ん

でいた（図 2 ～ 4）。西側（つまり斜面側）の列はユニッ

トB, D の 2 件を、東側（河川敷側）の列はユニットA, C,

E, F の 4 件を、それぞれ含んでいた。両列の間には約 5

m の間隔があり、これによって約 1 ～ 3 m の比高差が生

じていた。各列を構成する遺構相互間にも、同程度の間隔

が認められた。

遺構は、すべて現地表面上に築造されていた（従って、

調査といっても表面を一部掃除しただけで、本格的な発掘

は不要であった）。遺物も現地表面に散在しており、埋没

はしていなかった。よって、これらの遺構が比較的近年の

建造物であることは明らかであろう。同じことは、遺物自

体の内容（サルディーン缶、ツナ缶、ペットボトル、自動

車部品などを含むこと）や、その保存状況（ペットボトル

や薪のような軽量物が飛散せず、原位置をほぼ保っていた

こと）からも推測できる。

建材には、周囲の斜面・河床から持ち込んだと思われる、

未加工の石灰岩やフリントなど（10 ～ 20 cm 大）が用い

られていた。ただし、遺構によってはこれよりもやや大型

の石（20 ～ 30 cm 大）も併用されていた。建築法はきわ

めて簡略で、これらの建材を主として長手積み方向に、互

いにやや間隔を置いて、一列・一段置きしただけであった。

西アジア考古学　第 9号 （2008 年）

144

図１　ワディ・ブルマ：遺跡分布図
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図２　ワディ・ブルマ東「少年の家」遺跡：平面図、エレベーション図



壁面の周囲に崩落石が認められなかったので、完成当初か

らこの状態（すなわち、壁体や屋根を伴わない架空建造物）

であったと考えられる。建材結合のためのモルタルや、壁

面周囲の基礎溝・マウンドなどの痕跡も、一切認められな

かった。床面にも特別な処理は施されておらず、現在の地

表面がそのまま利用されていた。

6 件の遺構は、矩形または正方形プランの単室構造で、

間口約 2～ 5 m ×奥行き約 1.5 ～ 4 m の規模であった。6

件とも方位は一定しており、東または南東方向に開口して

いた。これらの遺構群は、サイズ・形態・建築技法の点で、

以下三つのタイプに分類できる。

タイプ１：小型かつ矩形プランで、風下側の壁面が開放

されており、全体の造りがやや粗雑なもの

（ユニットA, D, E）

タイプ２：大型かつ正方形またはそれに近いプランを持

ち、壁面が閉鎖的で、全体の造りが良質なも

の（ユニットB, F）

タイプ３：両者の中間形態（ユニットC）

タイプ１は、その形状から見て、遊牧ベドゥインの住居

である「テント（ベイト・アル・シャアル）」を見立てた

ものであろう。これに対してタイプ２は、定住ベドゥイン

の「石の家（ベイト・アル・ハジャル）」を見立てたもの

と思われる。タイプ３はその中間形態である。タイプ１は

主として河川敷に、タイプ２は主に緩斜面上に、それぞれ

分布していた。その理由は不詳であるが、ジャフル盆地西

縁の丘陵地帯が農耕民の定住域となっていること、これに

対して東方のステップが遊牧民の生活圏となっていること

と、対応しているのかも知れない。

遺構と遺物

6 件の遺構を、出土遺物と併せて、北から順に紹介する。

遺物の出土位置については図５を、その内訳については表

1を、それぞれ参照されたい。

1. ユニットA

ユニットAは、遺跡北端の河川敷に位置する。間口約 3

m ×奥行約 2 m の規模で、型式的には、東に向かって大

きく開口する半開放的な小型矩形遺構（タイプ１）に相当

する（図 6-1）。建材には、比較的大型（20 ～ 30 cm 長）

の河原石が用いられていた。ただし、全体の造りはやや粗

く、建材間の隙間が大きいこと、奥壁が多少歪んでいるこ

と、北側壁面が開き気味なこと、などの特徴が認められた。

なお、屋内中央奥には小型の集石遺構があった。

このユニットからの出土遺物は、プラスチック製のイヤ

リング 1点だけである（図 6-2）。出土位置は、上述の集石

遺構の北約 0.5 m の地点であった。

2. ユニット B

この遺構は、ユニットAの東南東約 7 m の緩斜面上に

位置する。間口約 4.5 m ×奥行約 3.5 m の閉鎖型矩形遺構

（タイプ 2）で、北東隅に幅約 1 m の入り口を備えていた

（図 6-3）。建材には小型の川原石が用いられていたが、建

材間の間隔は密で、北壁を除いて壁面自体の直線性もよく

保たれていた。屋内右奥隅には、50 cm大の石灰岩 2個を

含む集石遺構があった。また、床面中央には 2基の炉（H-

01, -02）があり、炭化物の混じる薄い灰の堆積が認められ

た。ごっこ遊びで実際に火を焚いた痕跡と考えられる。

このユニットからは、計 21 点の遺物が回収された（図

6-3）。そのうち 18 点（85.7 ％）が、上記集石遺構の内部

または周辺で確認された（図 8）。その内訳は、プラスチ

ック製ペットボトル 5（図 6-4: 3, 4, 5, 17, 18）、ペットボト

ルの蓋 1（同 19）、プラスチック製石鹸入れの蓋 1（同 7）、
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図３　遺跡全景：南から 図４　遺跡全景：北から
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図５　各ユニットの遺物出土位置（遺物番号は表１、図 6, 7 の番号と対応している）
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図６　ユニットA～ C
１　ユニットＡ全景（南東から），２　ユニットＡ出土遺物
３　ユニットＢ全景（北東から），４　ユニットＢ出土遺物
５　ユニットＣ全景（北東から），６　ユニットＣ出土遺物
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図７　ユニットD～ F
１　ユニットＤ全景（南西から），２　ユニットＤ出土遺物
３　ユニットＥ全景（南東から），４　ユニットＥ出土遺物
５　ユニットＦ全景（北東から），６　ユニットＦ出土遺物
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表１　ワディ・ブルマ東遺跡出土の遺物一覧表



プラスチック製容器の断片 2（同 2, 6）、スポンジ断片 1

（同 9）、ヨーグルト容器 1（同 14）、サルディーン缶 3（同

10 ～ 12）、ツナ缶 4（同 8, 13 ～ 15）である。飲食物の容

器が、大半を占める。その多くは著しく風化または破損し

ているので、どこかで拾った空の容器を、ままごとの道具

として持ち込んだものと思われる。一方、2基の炉からは、

ヤギの下肢 1 本（同 20）と薪数片（同 21）が出土した。

饗宴料理の調理・共食ごっこが行われたのかも知れない。

これとは別に、入り口の北側約 1 m の位置から、プラス

チック製大型液体容器の断片（同 1）が出土した。

3. ユニット C

この遺構は、ユニット Aの南南東約 4.5 m の平坦な河

川敷に位置する。間口約 4.5 m ×奥行き約 2 m の閉鎖型

矩形遺構（タイプ 3）で、東壁中央に幅約 0.7 m の狭い入

り口を備えていた（図 6-5）。建材にはやや大型の川原石が

用いられていたが、ユニット A同様に建材間の隙間が大

きく、奥壁を除いて直線性もやや劣っていた。向かって右

奥隅に、小規模の集石遺構があった。

出土遺物は計 9 点（図 6-6）。うち 3 点（=33.3 ％）が、

上記の集石部分から出土した。その内訳は、サルディーン

缶 1（図 6-6: 1）、約 50 cmの赤い紐を付けたペットボトル

1（同 2）、単 1 乾電池 1（同 3）である。これとは別に、

入り口付近からは、自動車のヘッドライト反射板 1（同 4）、

コーンビーフ缶 1（同 5）、青色プラスチック容器断片 1

（同 6）、の３点が収集された。また屋内南寄りの部分から

はツナ缶 1（同 7）、ペットボトルの蓋 1（同 8）が、南壁

外側からはペットボトルの底部 1（同 9）が、それぞれ回

収された。容器類または容器に見立てた物品が多いこと、

出土位置が屋内右奥隅の集石遺構に集中していることは、

ユニット B と同様である。いずれも、調理・食事ごっこ

の道具と考えられる。電池は、カセットデッキのような家

電品を見立てたものと思われる。

ユニットD

ユニット D は、西側の列を構成するもう一つのユニッ

ト（ユニット B）から南南東に約 8 m 離れた緩斜面上に

位置していた。間口約 4 m ×奥行き約 2 m の半開放的な

小型矩形遺構（タイプ１）で、南南東に開口していた（図

7-1）。建材は小型の川原石であるが、東壁に限ってやや大

型の石が用いられていた。炉や集石遺構は認められなかっ

た。

遺物は計 7 点である（図 7-2）。うち 6 点（85.7 ％）が、

東壁添いの床面から出土した。その内訳は、サルディーン

缶 2（図 7-2: 1 ～ 2）、（ユニット C出土例と同一ブランド

の）単 1 乾電池 1（同 3）、環状のプラスチック製品 1（同

4）、先端の破損したスパナ 1（同 5）、プラスチック製の計

量スプーン 1（同 6）である。残り 1 点のプラスチック製

レモン搾り器 1（同 7）も、室外とは言え、やはり東壁に

添った位置で見つかった。いずれも調理・食事ごっこの道

具と思われる。なお、スパナは台所の常備品であり、ガス

ボンベの取り替えの際に用いられる。この地域のベドゥイ

ン家庭には、必ず備えられている。どこで拾ったのか、壊

れたスパナを持ち込んだところがいかにもごっこ遊びらし

く、微笑ましい。

5. ユニット E

ユニット Eは、ユニット Cの南南東約 5 m の平坦な河

川敷に位置する（図 7-3）。間口約 2 m ×奥行き約 1.5 m

の半開放的な小型矩形遺構（タイプ１）で、東方向に開口

している。建材は小型の川原石である。6件の遺構の中で、

このユニットだけは保存状態が悪かった。

遺物 7 点は、すべて屋内右奥隅から出土した（図 7-4）。

その内訳は、（ユニットC, D 出土例と同一ブランドの）単

1乾電池 2（図 7-4: 1, 3）、ガラス容器片 1（同 2）、ブリキ

製の大型食用油缶 1（同 5）、ガラス瓶の蓋 2（同 4, 6）、ペ

ットボトルの蓋 1（同 7）である。なお、ガラス瓶の蓋の

うちの 1 点（同 1）は、ブリキ製の大型缶（同 5）の中か

ら入れ子の状態で発見された。本体を伴わない蓋ばかりが

出土しているが、これは、食器に見立てたためであろう。

6. ユニット F

この遺構は、ユニット Eの南南西約 2 m の緩斜面上に

位置する。位置的には東列に属するが、標高はやや高く、

むしろ西列の構成要素と見なすべきかも知れない。規模

（間口約 4 m ×奥行き約 3.5 m）および型式（正方形プラ

ンの閉鎖型遺構＝タイプ２）の点でも、西列の特徴を備え

ていた（図 7-5）。入り口は東壁やや北寄りの部分にあり、

1 対の短い突出壁を伴っていた（図 9）。建材には、中型

（10 ～ 20 cm 大）の川原石が用いられていた。建材間の間
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図８　ユニットＢ：北西隅の集石と遺物（北東から）



隔はやや大きかったが、壁面の直線性自体はよく保たれて

いた。屋内右奥隅には、小型の集石遺構があった。

出土遺物は、計 17 点（図 7-6）。うち 9点（52.9 ％）が、

上記集石遺構の周辺で出土した。その内訳は、ドラム缶の

蓋の断片 1（図 7- 6: 6）、スピーカーの覆い 1（同 2）、ペ

ットボトル 1（同 3）、ガラス瓶の蓋 1（同 4）、空き缶 1

（同 5）、砂の詰まった小型ペットボトル 1（同 6）、サプリ

メント粉末袋 1（同 7）、サルディーン缶 1（同 8）、プラス

チック製容器の蓋 1（同 9）、である。他のユニット同様、

食器または食器に見立てた品物が多かった。一方、屋内中

央床面からはコーヒー碗の断片 4 点（同 13 ～ 16）が出土

したが、うち 2点は互いに接合した。器形・文様の類似性

から見て、他の２片も同一個体または同一モデルの別個体

に属するものと考えられる。なお、屋外北側部分からは、

ペットボトルの底部 1（同: 10）、自動車部品と思しき渦巻

き状のプラスチック製品 1（同 11）、ツナ缶 1（同 12）が、

出土した。また、入り口北側の壁面には、テント補修用の

麻袋が添えられていた（図 9）。

遺構の用途・年代

用途は明白であろう。建築当事者が特定できなかったた

め直接的な証言は得られなかったが、調査団の人夫頭を長

年務めているマシュフール・スレイマーン・マシャアー

ン・ディアバート君（当時 28 歳）を含む複数のベドゥイ

ン青年から、「少年の家（ブユート・アウラード）」である

との確言を得ている 2）。彼ら自身、子供時代にこうした家

を造って遊んだ経験があり、幼い弟たちは今でもこの種の

ごっこ遊びを続けているとのことであった 3）。

遺構自体の特徴も、上記の推定を裏付ける。未加工の川

原石を地上に一列・一段分並べただけの、壁体や屋根を伴

わない架空建造物は、明らかにごっこ遊びの家であろう。

遺物の内容からも、同じことが言える。第一に、飲食物の

空き容器や食器に見立てた物品が多いことが、注目される。

単なる拾得物だけではなく、ごっこ用に手を加えたものも

ある。例えば、ペットボトルの底の部分だけをナイフで切

り揃えて食器に見立てたもの（図 6-4: 4, 5; 図 6-6: 9; 図 7-6:

3, 10）、首の部分にわざわざ紐を付けているもの（図 6-3: 2）、

中に砂を積めているもの（図 7-6: 6）、などがそれである。

容器本体を伴わない蓋だけの出土例が多いのも、ごっこ遊

びならではの現象と言えよう（図 6-4: 7, 19; 図 6-6: 8; 図 7-

4: 4, 6, 7; 図 7-6: 4）。このほか、破損したスパナ（図 7-2: 5）、

古びた乾電池（図 6-6: 3; 図 7-2: 3, 図 7-4: 1, 3）、ヤギの下

肢（図 6-4: 20）などの出土も、様々な「見立て」を眼目と

するごっこ遊びに固有の現象と考えられる。これらのこと

から、本遺構群がごっこ遊びの家であることはまず間違い

ないと思われる。

一方、遺構の構築時期は、出土遺物に刻印・印刷された

製造年月日から、ほぼ正確に割り出すことができる（表 1）。

手がかりとなる紀年銘資料は、計 9点。うち最も新しい日

付は、ユニット E出土のガラス容器蓋（図 7-4: 6）および

ユニット F出土のサプリ飲料粉末袋（図 7-6: 7）に印刷さ

れた「2003 年 8 月 27 日」である。よって、この二つの遺

構の構築時期は、この日から遺跡の発見日（2004 年 1 月）

までの、約半年間に絞ることができる。製造日から市場へ

の流通・消費・廃棄・再利用までの間に最低 1ヶ月以上の

時間が介在するとすれば、上記遺構の構築時期は 2003 年

の秋以降と見なし得るであろう。

加えて、この地域のベドゥインの移動パターンがある。

この地域のベドゥインは、西方の丘陵地帯と東方のステッ

プ・沙漠地帯との間を季節移動し、その中間点であるワデ

ィ・ブルマ地域には、通常、春または秋にキャンプするこ

とが多い。真冬にこの地域でキャンプすることは希である。

よって、上記二遺構の構築時期は、2003 年の秋にほぼ特

定できよう。だとすれば、我々が遺構を発見したのはそれ

から 1～ 2ヶ月後のことになる。遺物が飛散せずほぼ原位

置を保っていたのは、そのためであろう。

では、残り４件の遺構については、どのようなことが言

えるであろうか。まずユニット B であるが、この遺構か

らは「2003 年 7 月 9 日」の製造年月日を刻印されたツナ

缶が出土している（図 6-4: 8）。これは、ユニット E, F の

年代決定の決め手となった遺物の製造年月日「2003 年 8

月 27 日」に近い日付である。よって、これら 3 件のユニ

ットはほぼ同時に構築されたと考えてよかろう。ところで、

このユニット B から出土した青色のプラスチック製容器

断片（図 6-4: 6）は、ユニット Cから出土した同タイプの

遺物（図 6-6: 6）と接合した。従って、このユニットもほ

ぼ同時期と考えられる。残るユニットはA, D の 2 件であ

るが、後者から出土した単 1 乾電池（図 7-2: 3）はユニッ
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図９　ユニットF：入口に絡み付けられた麻袋（北東から）



トC, D から出土したもの（図 6-6: 3; 図 7-2: 3）と同一ブラ

ンドかつ同程度の風化を示しているので、これまたほぼ同

時期と見なし得るであろう。遺物が１点しか出土しなかっ

たユニット Aだけは決め手を欠いているが、遺構間のま

とまりから見て、これもほぼ同時期であった可能性が高い。

以上のことから、本遺構群は、2003 年の秋に、ベドゥ

インの子供たちがほぼ同時に造った「ごっこ遊びの家」す

なわち「少年の家」である、と結論できる。ただし、用途

については建築当事者の証言が欠けているため、今後の調

査で補う必要がある。

考古学的意義

ワディ・ブルマ東遺跡で確認されたユニークな遺構群、

ベドゥインの「少年の家」から、どのような考古学的意義

をくみ取ることができるであろうか。筆者が調査している

ジャフル盆地の新石器文化集落との関連で言うと、以下の

4点を指摘できる。

1. 卓越風対策

第一は、ベドゥインの子供たち（ひいてはこの地域の遊

牧民一般）に備わった、卓越風の方位に対する鋭敏な感覚

である。そのことは、「少年の家」の立地、方位、入り口

のサイズ・形状、以上の 3点に明確に表れている。

立地とは、緩斜面の東側に家屋を配置していることを言

う。これは、この地域の強い卓越風（北西～西風）から家

屋を護るための工夫であろう。その効果をさらに高めてい

るのが、遺構の方位である。6 件の遺構はいずれも卓越風

を後壁で遮断し、その風下に当たる東～南東方向に入り口

を設けている（無論、ごっこ遊びの家であるから実際に風

を遮断できるわけではないが、そのように方向づけられて

いることが重要）。加えて、入り口のサイズ・形状がある。

閉鎖型遺構（ユニット B, C, F）の入り口はいずれも幅が

狭く、風が吹き込みにくい構造になっていた。ユニット F

に至っては、一対の短い突出壁をも付設していた。これは、

西アジア周辺乾燥域の先史遺構に特徴的な「両袖タイプの

防風壁」に相当する（藤井 2004b: 70）。この遺跡から北西

に約 10km 離れた ワディ・ウンム・クタイファ（Wadi

Umm Qtaifa）の「少年の家」にも、同様の防風壁が備わ

っていた（図 10）。

西アジア新石器文化の防風壁・防風策については以前に

論じたことがあるが（藤井 2004b）、本例はその現代版・

子供バージョンと言える。しかし、子供であるからといっ

て、その内容が曖昧であったり、稚拙であったりするわけ

ではない。むしろ、子供ならではの率直な表現が見て取れ

る。重要なのは、ごっこ遊びの家ですら卓越風対策を疎か

にしていない、ということである。この点に、西アジア周

辺乾燥域、とりわけジャフル盆地における卓越風問題の切

実さを見ることができる。新石器時代の集落に防風壁や防

風策が多見されるのも、当然と言えよう。

2. 特異な集落形態

卓越風対策の重要性は、個々の家屋の方位や出入り口の

形状のみならず、集落全体の構造にも一定の制約を与える。

すなわち、集落内の家屋が常に同一方向を向くため、互い

のプライバシーを尊重しようとすれば、横方向に展開する

直線的な集落形態をとらざるを得ない、という制約である。

この場合、家屋数が増すにつれて、二つの集落形態が発

生し得る。一つは、この直線的な配置をひたすら一方向に

延ばしてゆく、一線的な集落形態である。後述するように、

ジャフル盆地の新石器時代集落（または擬集落）は、この

形態をとっている。もう一つは、直線的な展開を維持しつ

つも、複数の平行線に分割する集落形態である。ワディ・

ブルマ東遺跡の「少年の家」が、これに当たる。ヨルダン

山間部の集落でも、この形態が一般的である。平行線型の

展開は斜面に立地する集落の必然でもあるが、一面におい

ては、この形態をとりやすい立地が好まれているとも言え

る。なお、考古学的な類例としては、ゴラン高原の銅石器

時代集落ラスム・ハルブーシュ（Rasm Harbush; Epstein

1998）などがある。

集落形態に関連してもう一つ指摘しておきたいのが、家

屋と家屋の間隔である。ベドゥインの「少年の家」の配置

には、彼らの本家屋であるテントの特性が強く投影してい

るように思われる。周知のように、ベドゥインのテントの

周囲には 10m 以上の長いロープが多数張り巡らされる。

長いロープが必要なのは、屋根の傾斜と同じ角度でロープ

を引くのがテントを最も安定させるからであるが、その結

果、テントの四周には多数のロープが交錯する広い空間が

生まれる。当然のことながら、この空間内に別のテントを

立てることはできない。従って、テントとテントの間には
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図 10 ワディ・ウンム・クタイファの「少年の家」



自ずから一定の間隔が生ずることになり、これがプライバ

シーの保護にも役立っている。この特性が、（テントある

いはテントから派生した石の家を見立てた）ベドゥインの

「少年の家」に投影しているのであろう。ほぼ同時に造っ

たごっこ遊びの家にしては不可解な現象 ─ 各家屋が一定

の間隔を置いて線状に配置され、互いに決して向かい合わ

ないという奇妙な現象 ─ が認められるのは、まさにその

ためと考えられる。

3. 屋内の空間区分

集落構造から屋内空間に目を転じると、そこにも興味深

い現象が認められる。注目すべきは、屋内右奥隅における

小型集石遺構の存在と、この部分への遺物の集中である。

集石遺構は、ユニットA, B, C, F の 4 件に認められた。

このうちユニット Aの集石遺構だけは奥壁中央付近にあ

ったが、他の 3件の集石遺構はいずれも室内右奥隅に位置

していた。集石遺構の存在自体は明確ではないが、向かっ

て右側の壁面だけに大型の石を使用していたユニット D

も、これに準ずると考えてよかろう。残る 1件（ユニット

E）については詳細不明であるが、やはり屋内右奥隅に大

型の石を配置していることが注目される。従って、6 件の

遺構のうち、3 件が屋内右奥隅に明確な集石遺構を備え、

2 件はそれに準ずる特徴を持ち、1 件のみが異なる場所に

集積遺構を伴う、ということになる。

遺物が集中するのも、この部分である。ユニット B で

は 18/21=85.7%、ユニット Cでは 3/9=33.3%、ユニットD

では 6/7=85.7%、ユニット Eでは 7/7=100%、ユニット F

では 9/17=52.9%の遺物が、室内右奥隅の集石遺構または

それに準ずる箇所から出土した。唯一、ユニット Aだけ

が 0/1=0%であるが、これは、集石遺構が例外的に屋内中

央に位置していたからにほかならない。遺物が集石遺構の

周辺に集中することに変わりはない。

問題はこの集石遺構の意味であるが、これは明らかであ

ろう。ベドゥインのテントにおける空間区分（通常、向か

って右が台所）から見ても、また出土した遺物の内容（食

器・容器が中心）から見ても、集石遺構をしばしば伴う屋

内右奥隅の空間が台所（マトバフ）に見立てられているこ

とは明らかである。ユニット D の右壁添いからスパナ

（台所用ガスボンベの締め具）が出土したことも、同じ理

由であろう。面白いのは、この原理が、テントを見立てた

事例のみならず、「石の家」を見立てた事例にも適用され

ていることである。無論、実際の「石の家」の間取りは、

必ずしもそうなっているとは限らない。その意味で、テン

ト固有の室内空間区分が子供らの心中にいかに深くインプ

ットされているかが分かる。

さて、屋内右奥隅が台所だとすれば、他の空間はこれ以

外の機能空間ということになる。この点で注目されるのが、

ユニット B の床面中央から出土したヤギの下肢および薪

である。これは、ベドゥインの饗宴料理であるマンサフな

どの共食ごっこがこの空間で行われたことを意味している

のであろう。だとすれば、このユニットの屋内中央の空間

は客間（ディーワーン）に見立てたもの、ということにな

る（2 基の炉は、従って、接客用の炉であろう）。これと

同じことは、ユニット F についても言える。床面中央か

ら出土したアラビア・コーヒーの茶碗片は、この部分が接

客空間であったことを裏付けている。

4. ジャフル盆地線状集落との相関

筆者がベドゥインの「少年の家」に着目したのは、それ

が単に珍しかったからではない。ジャフル盆地の新石器時

代線状集落との相関をそこに見出したからである。先土器

新石器文化 B 後期の移牧拠点ワディ・アブ・トレイハ

（Wadi Abu Tulayha; 藤井 2006, 2007; Fujii 2006a, 2006b,

2007a, 2007b）、先土器新石器時代 C～後期新石器時代の

擬集落ハラート・アル・ジュハイラ（Harrat al-Juhayra;

藤井 2005; Fujii 2005b）、後期新石器時代の擬集落カア・

アブ・トレイハ西（Qa’ Abu Tulayha West; 藤井 2001,

2002a, 2002b, 2003, 2004a, 2004b; Fujii 2000, 2001, 2002a,

2002b, 2003）─ これらの集落・擬集落が等しく線状の集

落形態を示すのはなぜか（図 11）。

最大の理由は、やはり卓越風対策であろう。先述したよ

うに、この地域特有の北西からの強い卓越風を家屋の後壁

で遮断しようとすると、どの家屋も南東方向に開口するプ

ランをとらざるを得ない。そうした家屋が横方向に連結す

れば、自ずから線状集落が生まれる。よって、３件の遺跡

に見られる線状集落は、風の強いヨルダン高原に通有の集

落形態と言えるであろう。事実、アズラック盆地の新石器

時代集落も、ジャフル盆地と同様の線状集落を形成してい

る（Garrard et al. 1994）。対照的に、同じ周辺乾燥地でも

起伏の大きい、従って地形的に風を緩和できるワディ・ヒ

スマ、ネゲブ、シナイ半島などの新石器時代集落では、蜂

の巣状の密集集落（beehive type setllements）が一般的

である（Kirkbride 1978; Gorring-Morris 1993; Henry et

al. 2003）。

ここで注目すべきは、移牧拠点とは言え、実際に人が居

住したワディ・アブ・トレイハの出先集落だけでなく、実

際には誰も居住しない、墓制の一部としての擬集落にもこ

うした方位感覚が認められる、という点である。これは、

ごっこ遊びの「少年の家」にすら周到な卓越風対策が認め

られることと通底する現象と言えよう。実際に居住する家

であろうと、そうでなかろうと、卓越風問題を離れては家

そのものを連想し得ない。後期新石器時代の擬集落や「少

年の家」の特異な集落形態は、そのことを例示しているよ

うに思われる。
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図 11 ジャフル盆地新石器時代の線状集落：
１　ワディ・アブ・トレイハ、２　ハラアト・アル・ジュハイラ、３　カア・アブ・トレイハ西



ではなぜ、上記の集落・擬集落は、ベドゥインの「少年

の家」のように互いに距離を置かず、横列連結しているの

だろうか。その答は、彼らの構築した住居または擬住居の

構造にあるように思われる。ワディ・アブ・トレイハの移

牧民、ハラート・アル・ジュハイラおよびカア・アブ・ト

レイハの初期遊牧民は、石造の住居・擬住居を造っている。

このことは、彼らがテント以前の移牧民・遊牧民であった

ことを示唆している。だとすれば、彼らがテント固有の制

約を受けていないのも当然であろう。

もう一つ。等しく線状の集落展開といっても、上記の集

落・擬集落が「少年の家」のような平行線型ではなく、一

線型になっているのはなぜか。これは、一つには立地の問

題と思われる。これらの集落・擬集落は、平坦地に立地し

ている。この場合、何本かの平行線に分割する必要はなく、

一方向にいくらでも延ばしていくことができる。無論、過

度の延長は生活に支障を来すであろうが、それはその線状

集落を構成する家屋の大半が同時に居住されている場合に

限られる。少数の家屋が順次横方向に廃棄・更新されるこ

とによって線状集落が形成されたとすれば、集落展開の各

時点で実際に居住されていたのはその一部に過ぎない。よ

って、集落の最終形態がどれほど長大になろうとも、実生

活面での問題は生じないであろう。

その一例が、ワディ・アブ・トレイハの出先集落である。

この集落は、（大型の矩形遺構１件と小型円形遺構数件か

ら成る）建築複合体を基本単位に構成されており、こうし

た基本単位の（壁際廃屋葬を契機とする、東から西への）

廃絶・更新のサイクルが最終的に線状集落を形成したと考

えられる（藤井 2006, 2007; Fujii 2006a, 2006b, 2007a）。よ

って、線状集落は集落の最終形態に過ぎず、個々の時点で

は、一つまたは少数の基本単位が存在しただけということ

になる（そもそもこの程度の規模の集落であれば、たとえ

すべての建築複合体が同時に居住されていたとしても、生

活上の不便は生じないであろうが）。

一方、ハラート・アル・ジュハイラやカア・アブ・トレ

イハ西の線状集落は、墓制の一部としての擬集落であるか

ら、こうした問題とはもともと無縁である。擬集落を構成

する個々の擬住居ケルン墓はこの地域における初期遊牧民

の部族長墓と考えられるので、地位継承の正統性を誇示す

るためにも、むしろ一線的な連結が好まれたとも考えられ

る。銅石器時代末における擬壁ケルン墓の縦列連結体（い

わゆる K ライン）が全長数キロにも及ぶ線状墓群を形成

しているのも（藤井 2003; Fujii 2004a, 2004b）、前期青銅

器時代におけるケルン墓が墓域の中でしばしば一線上に並

んでいるのも（藤井 2004c; Fujii 2005a）、おそらくは同じ

理由によるものであろう。

おわりに

ワディ・ブルマ東遺跡で確認されたベドゥインの「少年

の家」について紹介し、このユニークな遺構の持つ考古学

的な意義について検討した。その結果、１）この地域のベ

ドゥインの子供たちは北西からの強い卓越風に対する防御

感覚を幼いうちから体得しており、ごっこ遊びの家にも正

しくこれを適用していること、２）そのため、各家屋が横

方向に連なる。線状集落を形成していること、３）ごっこ

遊びで最も重視されたと思われる台所に関しては、テント

と同様の空間区分が（テントを模した擬似家屋は無論のこ

と、「石の家」を模した擬似家屋においてすら）根強く適

用されていること、などが分かった。また、これらの観察

が、ジャフル盆地の新石器時代集落または擬集落の解釈に

とっても、有益な示唆を与えることが分かった。西アジア

周辺乾燥域における集落・遺構形態の特異性を理解する上

でも、ベドゥインの「少年の家」は面白い資料である。ワ

ディ・ブルマ東以外にも複数の事例を確認しているので、

別の機会に調査したい。

註

１）西アジア遊牧民のテント跡を調査した事例は多いが（例えば、

Cribb 1991; Banning and Köhler-Rollefson 1992など）、「ごっこ遊

びの家」を扱った事例は、筆者の知る限り皆無である。本例は、

それだけでも十分重要であろう。加えて、子供の造った擬似住

居だからこそ言えること、あるいは子供の作った擬似住居です

ら言えること、も多い。その意味で、「ごっこ遊びの家」にはテ

ント跡とは別の資料的価値があると思われる。

２）この場合の「少年（アウラード）」は、「年少者」の意味である。

性別を規定するものではない。よって、少女も含まれる。

３）ジャフル盆地の北西部では、本遺跡以外にも、「少年の家」遺跡

が複数確認されている。本文で後述するワディ・ウンム・クタ

イファは、その一例である。複数の遺跡の中で本遺跡を調査対

象に選択したのは、遺跡自体の保存状態が良いこと、遺物が多

数あったこと、発掘を予定していたワディ・ブルマ遺跡（前期

青銅器時代のケルン墓群）に隣接していたため、調査許可証の

申請が不要であったこと、などの事情による。また、同時に造

ったと思しき遺構群なので、遺構論だけではなく、集落論の比

較資料にもなり得る、という目論見もあった。ただし、集落か

ら離れたこの遺跡を選択したために、建築当事者を特定できな

いという大きな欠陥も生じた。この点を補うには、将来、当事

者特定の容易な別の遺跡を調査する必要があろう。

４）ヨルダン高原の中でも、ジャフル盆地は風の強いことで有名で

ある。沙漠では一般に気温の日較差が大きいため、大気の対流

に起因する強風が珍しくないが、ジャフル盆地の場合は地形的

な要因も加わる。第一の要因は、標高（900m前後）の高さであ

る。そのため、偏西風の影響をよりダイレクトに受ける。第二

は、ヨルダン高原の西端を縦走する山脈が、ラシャディーエ村

(ar-Rashadiyya)とショウバック（as-Shawbak）との間で約 20km

中断していることである。そのため、一種の「ビル風」効果が

生じ、風下に位置するジャフル盆地に一年を通じて強い西風

（または北西風）が吹き付けるのである。一方、ベドゥインのテ

ントは、背面から風を受けて全体を安定させる仕組みになって

いるので、正面または横手から強風を受けるとひとたまりもな
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い。事実、ジャフル盆地では、テントの倒壊による死傷者・焼

死者が絶えない。この地域のベドゥインが卓越風の方位に異常

に神経質なのは、こうした事情による。
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